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破砕液の組成はさまざまなものを試したが，結局一

番単純なものに落ち着いた。Sucroseの一部をK+など

の一価陽イオンで置き換えてもPV膜の保存に効果が

あったが，クロレラ細胞自体へのダメージがあるよ

うに見えた。今後，PV膜の膜タンパク質構成をSDS-

PAGEなどで解析するのであれば特に問題はないと思

われるが，PV膜がついた状態のクロレラの代謝の解

析や，インピーダンス測定には適さないと思われ

る。破砕の際に破壊された核から流出したDNAは細

胞質成分同士の凝集を引き起こすと言われている

(2)。Ca2+やMg2+などの二価陽イオンを破砕液に含め

ると核膜の安定化に効果があるが，同時に細胞質成

分同士の凝集を引き起こすこともある(3)。流出した

DNAがPV膜への細胞質成分の付着を引き起こしてい

ると考えてMg2+を破砕液に含めたが，逆に凝集と付

着が強くなってしまった。Mg2+の使用はあきらめ

て，ある程度の大核の破壊とそれによる凝集・付着

は受け入れなければならないのかも知れない。 
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SUMMARY 
      There are many reports on the entodiniomorphid ciliates inhabiting the intestines of large herbivorous mammals; 

however, the ciliate inhabitants of the Indian Rhinoceros intestine are hardly known. In the present study, material from 

feces of three Indian Rhinoceroses was observed by light and scanning electron microscopy. As a result, four species 

belonging to the genus Triplumaria (Cycloposthiidae) were found. Comparative examination revealed that these four 

species differed from all the formerly described Triplumaria species. In the observations with SEM showed that all species 

lacked a tail lobe, and two of them had a unique structure on the body surface. From these findings, it is suggested that the 

ciliate species composition of Indian Rhinoceros intestines differs from that of African rhinoceroses. 

[目的] 大型草食動物の消化管内に固有の群であるエ

ントディニオモルファ目の繊毛虫が定着しているこ

とが知られている。我々はこれまでに各種草食動物

の消化管内繊毛虫相を明らかにしてきたが，今回，



79 Jpn. J. Protozool. Vol. 40, No. 1.  (2007) 

これまでほとんど調査されていないインドサイの糞

便を採取する機会を得たため，そこに見られるエン

トディニオモルファ目繊毛虫について，光学顕微鏡

と走査型電子顕微鏡を用いて形態学的観察を行い，

既知のものと比較した。 

 

[材料と方法] 材料は 東京都多摩動物公園で飼育さ

れているインドサイの糞便を排泄後直ちに MFS 溶液

で固定したものを検査材料とし，光学顕微鏡と走査

型電子顕微鏡による繊毛虫の形態学的観察を行っ

た。走査電顕の観察は脱フォルマリン後，2%オスミ

ウム溶液で再固定し，エタノール系列で脱水し，凍

結乾燥を行った材料を日本電子 JEOL-6380LV 型走査

電顕を用いて行った。 

 
[結果と考察] 平均繊毛虫密度は1.3 × 104ml であり，

これまでアフリカ産のサイで報告されているものと

大差はなかった3,4)。観察の結果，Triplumaria 属4種

の繊毛虫を同定した。Triplumaria  sp.1は体長85.3±7.8 

(70.0-100.0)，体 幅 38.8±2.8  (35.0-42.5)，大 核 長

75.6±7.1 (65.0-95.0)μm であった(n=20)。背側に2個，

腹側に1個のカウダリアを持ち，体後端には従来記載

されている本属繊毛虫に見られる尾翼が存在しな

かった。 体表下全層には多数の多角形の小板からな

る骨板が存在した。大核は細長く，その中間よりや

や下方に卵円形の小核が存在した。収縮胞は棒状骨

板の左側に沿って2個存在した。本種はインドサイ，

シロサイ，クロサイから検出されている Triplumaria 

hamertoni Hore,1937 と大きさ，大核の位置と形，小

核の位置，尾翼を持たない点，収縮胞の数で区別す

ることができた。 Triplumaria sp.2 は体長79.8±10.6 

(62.5-95.0)， 体幅56.6±7.1 (42.5-67.5)，大核長62.2±5.7 

(52.5-70.0)μm であった (n=20)。腹側前端に三角形

の突起物が存在した。体表全域に繊毛より太い毛状

の突起物が約700本存在した。体表下全層には多数の

多角形の小板からなる骨板が存在した。背側後部の

カウダリアと腹側のカウダリアはともに虫体後端に

突出して位置し，体後端のカウダリアの間に尾翼は

認められなかった。大核は細長く，背側前部のカウ

ダリアの位置で腹側に凹み，そこに卵円形の小核が

存在した。本種は体表の毛状の突起物，体前端の突

起物，背側後端のカウダリアと腹側のカウダリアの

形態が既報の同属繊毛虫とは明らかに異なってい

た。 Triplumaria sp.3 は 体長45.0±7.8 (37.5-60.0)， 体

幅17.9±2.3(15.0-25.0)，大核長29.9±3.3  (25.0-35.0)μm

と小形であった。 体表全体に体前端から後端へと体

軸に平行に走行する幅約1μm のヒダ状構造が1μm 間

隔で配列していた。 背側には体前端から後端へと走

行する溝が存在した。体後端には尾翼を欠いてい

た。本種は体表のヒダ状構造，大きさが小さいこ

と，尾翼が存在しないことから既知の同属繊毛虫か

ら鑑別することができた。Triplumaria sp.4 は体長

59.4±7.6 (45.0-72.5)，体幅長23.0±2.6 (15.0-25.0)，大核

長40.3±3.6 (32.5-47.5)μm であった。体後端が丸みを

帯びていた。体前端背側から背側後方のカウダリア

まで明瞭な深い溝が走行していた。背側前方のカウ

ダリアは溝の中に突出せずに存在し， 背側後部のカ

ウダリアは体右側後端のやや前方に，腹側のカウダ

リアは体左側後端のやや前方に位置した。本種は大

きさが小さい点，カウダリアが突出していない点，

大核および小核の位置と形態から既報の同属繊毛虫

と区別することができた。   

 これまで Triplumaria 属はインドサイから1種，ク

ロサイとシロサイから2種，ゾウから11種が報告され

ているが1,2,4) ，今回検出したいずれの種もこれらの

記載とは異なったものであった。これらの結果か

ら，インドサイの消化管内繊毛虫は種レベルで，既

知の後腸発酵動物のそれとはかなり異なったもので

あることが明らかとなった。  
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